青風荘　　フェイスシート
　　　　　　　平成　24年　2月　　6日　担当：小坂　和子

	登　録　者
	氏　名　　　奥山　以依子　様　男・女　　　　昭和24年　12月　29日生　（62歳）

	
	〒031-1104　住所　八戸市田面木赤坂35-9青風荘　　　　　電話　0178-27-7658

	
	病　　名
	統合失調症
	合　併　症
	　　　　なし

	
	発症時期
	S42年頃（18歳時）
	罹 患 期 間
	約44年

	
	入院回数
	　　　　2　回
	延べ入院年数
	　　　　約34年

	医療機関
	青南病院（主治医）安ヶ平忠也　医師
	外来受診日
	木曜日（週１回）

	医療区分
	障害基礎年金
	重度医療
	有・無
	自立支援医療
	上限額
	手帳種別　

	
	
	
	
	有・無
	円
	（　1級）

	経済状況
	年金
	障害基礎年金　1級（　8.3　万円）

	
	その他
	

	障害程度区分
	　区分3
	負担上限月額
	円
	相談支援事業所
	

	日中活動の場
	　青南病院デイナイトケア

	住まいの場
	　青風荘　

	入所年月日
	Ｈ　20年　4月　3日
	身長
	140Cm
	体重
	43.9　（28.0％）

	最終学歴
	八戸　県立北高校　（中退）
	免許・資格
	　なし

	職　歴
	　なし
	

	保　護　者
	氏　　名　　奥山　彰二　　　　続柄　弟　　　（同居　・否）

	利用目的
· 長期入院による社会性の欠如の回復と生活能力の拡大
· 服薬、健康管理や社会資源利用の習得




	入院・治療歴　初診日

期間　　　　　　　　　　　　　　　　入院、外来等　　　　　医療機関

1 昭和42年4月～昭和50年2月　　　　　　　入院　　　　　　　　　青南病院

2 昭和51年4月～昭和55年3月　　　　　　　通院　　　　　　　　　青南病院

3 昭和55年4月～平成17年4月　　　　　　　入院　　　　　　　　　青南病院

4 平成17年4月～　　　　　　　　　　　　　 通院　　　　　　　　　青南病院

	生活歴　

S24年同胞4名の第3子として出生するが、幼少期に兄・姉は亡くなっている。高校入学後、2年時より急激に成績が下がり、高校3年の4月に突拍子もないことをしゃべり始め、物忘れがひどくなった。放浪・滅裂言動・奇行が出現。無為的な状態となり、衝動行為・自殺企図もあったことからS42年4月18日当院受診、1回目の入院となる。入院中も他患者へ乱暴することや、ガラスを割り破片で首を切るなどの自殺企図が数回あったが、衝動行為見られなくなり症状安定した為、S50退院。以後外来通院は行われず、S51年に退院後通院治療を開始するが、S55年より食事を拒否し、絶叫しながら周囲を叩くなどの行動が見られ、S55年4月、2回目の入院となる。その後H17年まで30年の入院歴があり、外部に対する興味関心や意欲の低下、現実検討能力の低下・感情の平板化が著名。

	家族構成
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	家族状況（交流及び協力の程度、経済面も含めて）

・保護者である弟は仕事（警察官）の都合を理由に、外出泊の予定を急にキャンセルすることが多かったが、Ｈ22、お盆の外泊を行なっています。

・義妹との関係性は不良の為、疎遠気味とのこと。

・経済面は本人が年金（1級）を受給し管理しています。


平成　24年　2月　6日（月）

	氏　名
	　奥山　以依子様
	男・女
	生年月日
	昭和　24年　12月　29日　（62歳）


	長期目標（中期・短期）

	　・ 社会資源利用の仕方を習得する。

・ 社会マナ－を学習し、生活技術の向上を図る。


　　　　　　

	これまでの経過（前回評価日　23月　8月29日）

	前回の問題点

① 対人関係に於いてスム－ズな交流や適切な表現をすることが難しい
・その場の内容に合わない事を唐突に話す。・特定メンバ－に対して感情を押し付ける。

・ 幻聴に左右された言動や様子が見受けられもとる。
2 社会資源の活用が不十分　　　　　　　③　力加減の調節が難しく破損させたり傷をつける。

（市役所での手続き・バス利用等の習得）

＜日常生活の様子＞

・本人は生活スタイルを決めているようで（何時には何をする等）それに沿って行動されているようで、スタッフの声かけに無言だったり、また「出来ません！」と強い口調で返答することがあります。
・買物に出かけた際、本人の背丈ほども量のあるガサチリを購入し、「火、木曜日に使おうと思って・・・何となく買いました」と話されており、あまり必要ないのではと促すと「要らないですね。1年5ヶ月位に考えます」と脈絡のない返答が聴かれています。毎日、日記を書いてスタッフのところへ持って来られますが、繋がりの無い内容だったり、意味不明な事が書かれていることが多いです。

・相変わらず、物（掃除用具やメガネ等）の取り扱いの際に力加減が出来ないようで乱暴に扱う為、その都度声かけています。歯磨や洗顔に関しても力を入れ過ぎており、目の周りなど顔面を擦り過ぎて傷を付けています。

・Ｈ23.6月頃より掌に湿疹（水虫）が出たため、食事当番と風呂掃除を控えていただき、軟膏塗布を継続していますが、完治には至っていません。
＜発病予防薬の服用＞

※Ｈ23.8に施設内で結核発症者が出たことから、11/4、八戸保健所で採血検査を実施（ＱＦＴ）。
陽性との診断結果から結核発病予防薬　イスコチン300ｍｇ（起床時）を12/18より服用しています。

＜対人関係について　＞

・他メンバ－やスタッフの声かけを無視したり、口調を険しくして返答したりすることがあります。

※中村様に対する言動

・中村様と積極的に交流を図ろうとしていますが、急な話し掛けや背後を付いて周る行動から相手に驚かれることがあります。Ｈ24.1月の新年会の双六ゲ－ムに参加した際、出た目の（一番大切な人は？）のカ－ドの質問に「中村与一郎君」と答えています。それを聴いていた中村様はムッとした表情されていますが、本人は特に気にする様子なくニコニコされています。

＜デイナイトケアについて＞

・倉石様が前屈みに座っている傍を通ろうとしており、椅子の脚が倉石様の頭にぶつかりそうになっている為、声かけするが、強引にその場を通っていたそうです。
・昼食時にスタッフが「青海苔と生姜を乗せますか？」と訊ねると「そんな卑猥なことを大きな声で言わないで下さい」と返答しています。現物を見せることでその意味を理解を理解できていますが、何と勘違いしたかについては「何でもないです・・・」と返事するのみだったそうです。

・Ｈ24.1/12にも帰荘する際に転倒することがありましたが、19日にもデイから帰る際に階段で文具を落とし、慌てて拾うとして転倒しそうになっています。危険な為、スタッフが止めるも聞き入れず傍に居た他者が支えたため、転倒に至っていないそうです。

＜家族関係について＞

・Ｈ23.12月初旬、青風荘だよりを郵送していますが、保護者の弟様からの電話・面会の連絡はありません。




	問題点
	介入方法
	支援

期間

	　　

○ 対人関係に於いてスム－ズな交流や適切な表現をすることが難しい

・その場の内容に合わない事を唐突に話す。

・他者に誤解されやすい言動が見られる。

・幻聴に左右された言動や様子が見受けられる。

　
	・その場面の内容に合わない事を話す場合には一応本人の話を受容し、今、何について話しているのか振り返りながら修正していく。

・あきらかに本人に非がある場合は（他者の体に当たっても無視しているなど）謝罪が必要であり、社会性の欠如であることを本人が理解できるよう説明する。

・他者と友好な関係を構築できるようその都度言動の振りを促しながら介入しつつ見守りしていく。

・自分の思っている感情や悩み等について日記を活用しスタッフに相談やアドバイスを仰ぐ方法もあることを提案する。

・幻聴等についての言動が見受けられた際は主治医へ情報提供していく。


	5ヶ月

　

	○　社会資源の活用の拡大

・市役所での手続き・バス利用等の習得


○　力加減の調節が難しく破損させたり傷をつける。
・物によっては事故になる危険性がある

	・同行外出を設定し、バスを利用して単独でも市街へ出かけ簡単な買物ができる様に支援していく。

・関係機関のレクリェーションや地域の行事などの情報を提供し地域活動へ参加する機会を作り出す。

・物の取り扱いが上手く行なえていない時は、本人のやる気を低下させないよう言葉を選んで説明していく。

・アドバイスに対して柔軟な対応が出来ない為、繰り返しスタッフが実践しながら、物の取り扱い方、力の限度を分かりやすく繰り返し説明し、理解出来るようにしていく。

・大型の物を動かす際には転倒等の危険性がある事を伝え、必ずスタッフへ確認を取る事や単独で行なわないように本人へ説明する。


	5ヶ月

5ヶ月


プラン計画者　氏名：小坂　和子

修正プラン実施評価日： H　24年　2月　6日（月）　青山荘地域交流活動室
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保護者：彰二
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